
『源氏物語』の生老病死を読む 

 

第一回 疫病の中の源氏物語 

源氏物語が本格的に書き始められたのは１００１年長保三年あたりだと考え

られています。その直前わずか四五年のうちに四度の疫病大流行があり、京都の

人口の三分の一、高級官僚の半数が亡くなります。紫式部は、その疫病のさ中に

物語を書き起こし、疫病の恐怖にうちまかされるのではなく、立ち向かい、その

本質を明らかにするような「書かれた世界（物語）」を構築しています。歴史記

録や和歌、日記などの資料をもとに、その背景を振り返ってみます。 

 

第二回「物語の始まりと桐壺更衣退出」 

源氏物語の始まりは、桐壺更衣の死による悲恋の破滅的な終了から語ってい

ます。このような不吉な物語の始まり方は珍しいようで、後の時代の人々は、源

氏物語を仰ぎ見るように支持していましたが、この不吉な冒頭を嫌って、物語を

読み始める時は、初音巻、紅葉賀巻などのめでたい巻から読み始めたようです。

室町時代や江戸時代のことです。 

 それほどまでに衝撃的だった桐壺巻の不吉な語り始めはなぜ必要だったか考

えていきましょう。 

 

第三回 廃院の怪異と夕顔の女 

 桐壺巻では、源氏物語が、身分への強いこだわりを持ち、その身分制度と愛が

一致しない場合の葛藤と相克を問題とする作品だということを見てきました。

それに続く帚木以下の物語は、光源氏がそれまで体験したことがなかった中の

品階級の女との出会いでした。 

夕顔との出会いはゆきずりの出会いです。「六条わたりの御忍び歩き」の道す

がら、五条夕顔の家五条あたりにあった白い花が咲く粗末な家に心惹かれ、花を

一枝所望したところから話は始まります。 

 



第四回 もののけ出現と葵上出産 

今回は葵上の懐妊ともののけの出現、そして出産を終えた後の突然の死に至

るドラマティックな物語を読んでいきましょう。 

 光源氏は２２歳の大人、すでに大将という重要な役職についています。しかし

それまで彼を支持し、盤石の態勢で支えてきた桐壺帝は退位し、思うようになら

ない政治の鬱屈を抱え、光源氏は愛人たちに対しても十分な心遣いができなく

なります。その結果、六条御息所は光源氏との縁を断つことを考え始めます。 

 

第五回 疫病の中の藤壺崩御 

今回は、須磨・明石の沈淪を経て、藤壺所生の冷泉帝即位によって光源氏の政

界復帰が叶えられた時期の物語を読んでいきます。病がちの朱雀院が位を皇太

子冷泉に譲り、その後見人であった光源氏を大納言に復帰させたのです。 

冷泉帝は表向き桐壺院の第十皇子ですが、光源氏と藤壺の秘密の子でしたか

ら、これによって光源氏の権力は他の追随を許さないものに。 

しかし冷泉帝が大人の年齢に達したころから藤壺の健康は損なわれていきま

す。 

 

第六回 不老不死の館 

 前回は藤壺が亡くなり、その結果、源氏物語が一つの曲がり角を迎えること、

これからは光源氏一人でその罪の重さを背負っていかなければならないことが

語られました。 

そうした転機を迎えた光源氏が、新たに作り上げたのが六条院の世界です。 

今回は「生ける仏の御国」とも譬えられた理想的世界、六条院はどのようなも

のだったのか。光源氏は、そのような世界を作り上げることで、何を成し遂げ、

何を排除していったのかについて、考えていきましょう。 

 

 


